
警察庁と日本自動車連盟（JAF)による、シートベルトの着用状況調
査結果が発表されました。宮城県の着用状況は

※警察庁広報（R6.2.16)

一般道路 運転者９９.４％ 助手席９８．０％ 後部座席３３．４％

高速道路 運転者１００％ 助手席１００％ 後部座席７８．０％

一般道路における、後部座席のシートベルト着用率は、
全国平均：４３．７％ 宮城県：３３．４％

宮城県は、全国平均を下回っており、全国ワースト４位です。
※昨年はワースト５位で、昨年より悪化しています。

シートベルトは、交通事故に遭った場合の被害を大幅に軽減するとともに、正し
い運転姿勢を保たさせることにより疲労を軽減できる効果もあります

① 車内で全身を強打する可能性があります

交通事故の衝撃で、すさまじい力で前席や天井、ドアなどにたたきつけられます。

時速６０キロで壁等に衝突した場合、高さ１４メートルのビルから落ちたのと同じ衝撃が

あります。

② 車外に放り出される可能性があります

衝突の勢いが激しい場合、後部席から車外に放り出されることがあります。車外に放り出

されると、堅いアスファルトにたたきつけられたり、後続車両に轢かれるおそれがあります。

③ 前席の人が被害を受ける可能性があります

衝突の勢いで、後部席の人が前方に投げ出され、前席の人に激しくぶつかるなど、前席の

人にも大きな危険を生じさせるおそれがあります。

令和５年中

運転者がシートベルト未使用で死亡した事故が１０件
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